
第16回協働実践研究会（10周年） 2021/2/28

協働実践研究会10周年記念大会

2021年2月28日

マレーシア協働実践研究会 木村かおり（マラヤ大学）

「マレーシア協働実践研究会とその設立」

＊沿革：

・2012年 「協働実践研究会」の海外プラットフォームの1つ、

協働実践研究会マレーシアKL支部として設立

＊設立の動機：

・マレーシアの日本語教育を取り巻く環境

（例：高等教育機関に日本語教師が少ない・独立した日本語教育関係の研究会

がない・中等、高等、語学学校につながりがない・教育機関に所属する教師たちの

民族に偏りがある）を克服するには、

⇒中等、高等、〇〇学校といった教育機関の区別を越えたマレーシアの教師たちの

自律的、「協働的な学び合い」の場が必要。

つまり「協働」の概念（創造(創発)・互恵性・対等・対話）が必要。

・入会、退会といった会員登録のシステムを

とらない自由な参加形態で学び合うコミュニ

ティ

・第1回の活動：5人の教師の昼食会（機関紹介

とお悩みシェアリング）

・その後：日本から講師を招聘し、セミナーを

開催できるまで成長

＊活動：

＊運営委員＝
受講者という役割でなく、
自分の役割を担っている参加
教師たち

• ＊注

• W.S. : Workshop

• ex.  ：限定会員のみ
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研究会KLの勉強会/W.S.の参加者数の推移

再参加者 新規参加者 新規運営委員

平均
10人ほど

＊客人参加者から会場提供・主催側への変化
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参加者と会場提供へのコミット
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⇒以上の活動の拡大は、日本の協働実践研究会との協働的な活動や、

KL支部のメンバー間に生まれた協働力が作り出した。

⇒アジアにおけるプラットホーム構築の意義につながる

成長のプロセスは、池田・舘岡（2007）で述べられているような「対話・

互恵性・対等・創造（・プロセス）」そのものである。
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＊2020年6月 マレーシアKL支部の発展的解散

⇒2つの成長

１． 個人（例：木村）の成長と協働出版

（←共同出版ではない）

＊国を越えた日本語教育の情報交換と

支え合い、学び合い、電子書籍出版へ

インド、インドネシア、スペイン、中国、

ドイツ、フランス、マレーシア、ミャンマー

などの日本語教師

「自分たちの言語（母語）」の話者に

日本語を教えることを考えるシリーズ本作り

『～語話者に教える』シリーズ

＊対象言語別に発売 （2021年3月予定）

3月から
Amazonで
買えます！

２．言語文化教育研究者がつながり、学ぶためのコミュニティとして、

「マレーシア協働実践研究会」を新たに結成・スタートさせたこと

＊会の目的

・教師間の協働・教師と専門家との協働の場作り

・研究・新たな授業形態を進めるためのネットワーク作り

・研究に発展するような学びを生み出すコミュニティ作り
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